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  ハローワークのマッチング機能に関する業務の 

   評価・改善の取組に係る進捗状況について 
 
 

全国の公共職業安定所（ハローワーク）において、平成２７年度より取組みを開始

しました「ハローワークマッチング機能の総合評価」に係る主要３指標（就職件数、

充足件数、雇用保険受給者の早期再就職件数）について、当初に設定した目標に対す

る県内各ハローワークの８月末現在における進捗状況を発表します。 

 福井労働局及び各ハローワークでは、当初設定した主要指標等に係る目標達成に向

けて、積極的にマッチング等の業務に取り組んでいく他、中長期的な業務の質の向上

や継続的な業務改善を図るとともに、成果や評価結果、業務改善の状況等について利

用者にわかりやすく公表することにより、ハローワークに対する信頼感の向上に努め

ることとしています。 

 

①就職件数 ②充足件数 ③雇用保険受給者の早期再就職件数 

安定所 目標値 8 月末 安定所 目標値 8 月末 安定所 目標値 7 月末 

福井 

武生 

大野 

三国 

敦賀 

小浜 

計 

7,000 

4,128 

1,338 

1,798 

1,788 

1,075 

17,127 

2,841 

1,590 

634 

744 

734 

506 

7,049 

福井 

武生 

大野 

三国 

敦賀 

小浜 

計 

7,670 

3,730 

1,130 

1,826 

1,690 

1,010 

17,056 

3,053 

1,450 

483 

747 

680 

449 

6,862 

福井 

武生 

大野 

三国 

敦賀 

小浜 

計 

1,555 

1,010 

347 

495 

347 

250 

4,004 

609 

403 

127 

191 

134 

80 

1,544 

※③雇用保険受給者の早期再就職件数については、統計の都合上１か月遅れで集計されるため、 

平成２７年７月分の早期再就職件数となっています。 
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福井労働局

項目 安定所名 目標値 第1三半期
実績値 進捗率 進捗状況の分析 後半期に向けての取組み

福井所 7,000件 2,395件 34.2%

武生所 4,128件 1,267件 30.7%

大野所 1,338件 533件 39.8%

三国所 1,798件 625件 34.8%

敦賀所 1,788件 605件 33.8%

小浜所 1,075件 428件 39.8%

局合計 17,127件 5,853件 34.2%

福井所 7,670件 2,547件 33.2%

武生所 3,730件 1,171件 31.4%

大野所 1,130件 406件 35.9%

三国所 1,826件 640件 35.0%

敦賀所 1,690件 548件 32.4%

小浜所 1,010件 383件 37.9%

局合計 17,056件 5,695件 33.4%

福井所 1,555件 446件 28.7%

武生所 1,010件 299件 29.6%

大野所 347件 80件 23.1%

三国所 495件 135件 27.3%

敦賀所 347件 88件 25.4%

小浜所 250件 60件 24.0%

局合計 4,004件 1,108件 27.7%

※１：ハローワークの職業紹介により常用就職した件数（平成27年4月から7月までの4ヶ月間の実績）

※２：ハローワークの常用求人（受理地ベース）の充足件数（平成27年4月から7月までの4ヶ月間の実績）

※３：雇用保険の基本手当の支給残日数を所定給付日数の3分の2以上残して早期に再就職する件数

（平成27年4月から6月までの３ヶ月間の実績）

平成27年度マッチング機能の総合評価に係る目標に係る中間とりまとめ
　ハローワークの機能強化を図るため、平成27年度から、従来の目標管理・業務改善の拡充、マッチング機能に関する
業務の総合評価、評価結果等に基づく全国的な業務改善を一体的に実施しているところですが、福井県内のハロー
ワークごとの第１三半期の実績及び分析等を以下のとおり取りまとめましたので、公表いたします。

就
職
件
数

(

※
1

)

　求職者に対して担当者制に
よる就職支援等を積極的に実
施することにより、年間目標
に対する進捗率が34.2％と第
１三半期（４～７月）の目標
（33.3％）を0.9ポイント上
回ることができた。ただし、
第１三半期の目標を下回って
いるハローワークが見られる
ことから、求職者のニーズ等
をより的確に把握し、オー
ダーメイド型の体系的な就職
支援の充実を図る必要があ
る。

　目標達成に向け、求職者
に対して担当者制による就
職支援等を引き続き積極的
に実施するとともに、目標
を下回っているハローワー
クにおいては、求職者の
ニーズ等をより的確に把握
し、模擬面接やミニ面接会
等を盛り込んだオーダーメ
イド型の体系的な就職支援
を実施する。

充
足
件
数

(

※
2

)

　求人・求職部門との連携に
よる早期充足のための定例会
議の開催等を実施することに
より、年間目標に対する進捗
率が33.4％と第１三半期（４
～７月）の目標（33.3％）を
0.1ポイント上回ることがで
きた。ただし、第１三半期の
目標を下回っているハロー
ワークが見られることから、
労働市場圏内の他企業におけ
る労働条件や求職者のニーズ
等をより的確に把握し、雇用
条件の改善等に向けた事業主
支援の充実を図る必要があ
る。

　目標達成に向け、求人・
求職部門との連携による早
期充足のための定例会議の
開催等を引き続き実施する
とともに、目標を下回って
いるハローワークにおいて
は、労働市場圏内の他企業
における労働条件や求職者
のニーズ等をより的確に把
握し、求人充足に向けた雇
用条件を提示する等の雇用
条件の改善等に向けた事業
主支援を実施する。

雇
用
保
険
受
給
者
の
早
期
再
就
職
件
数

(

※
3

)
　雇用保険の申請のため、求
職者がハローワークに来所し
た際に、求人情報を積極的に
提供する等の支援を実施する
ことにより、年間目標に対す
る進捗率が27.7％と４～６月
の目標（25％）を2.7ポイン
ト上回ることができた。ただ
し、４～６月の目標を下回っ
ているハローワークが見られ
ることから、求職者のニーズ
等をより早期に把握し、担当
者制による就職支援の積極的
な実施等を図る必要がある。

　目標達成に向け、求職者
がハローワークに来所した
際に、求人情報を積極的に
提供する等の支援を引き続
き実施するとともに、目標
を下回っているハローワー
クにおいては、求職者の
ニーズ等をより早期に把握
し、担当者制による就職支
援の積極的な活用を進める
等の早期再就職に向けた就
職支援を実施する。


